






【要約】千葉県における約 4 年間の先天性副腎過形成症マス・スクリーニングでは、4 人

の患児(45,000 人に 1 人)が発見された。未熟児の再検率および精検率は全検体のそれの

夫々 24 倍、34 倍だったものが、2 年目より未熟児に対しては修正在胎週別のカットオフ

値を設定したことで、夫々 4 倍、14 倍まで減少できた。発見された症例中に 1 例は、結

果報告の前日にショック状態で臨床的に暫定診断・治療がなされており、迅速なスクリー

ニングの必要性が伺われた。患児情報収集のシステムは確立しているが、患者調査票の回

収に催促の労が必要なこと、調査票は専門医が検討しないと正確な情報が収集されないこ

とがわかり、検査センターと委嘱専門医との協力で情報収集を行なう必要があると思われ

た。


